女性先端研究者セミナー実施報告

1) 女性先端研究者セミナー

講演テーマ

「大気微量成分を観測する」

日　　時　12月21日（木）16：30〜17：30

場　　所　Ｇ302　

講演概要

地球環境問題の現象解明のため、大気組成変動の観測はきわめて重要である。1980年代から成層圏オゾン層破壊が注目されてきた。近年、地球規模で長期観測が行われた大気組成データからフロン規制に伴うオゾン層「回復」を検出する研究が注目されている。しかし、正確な回復の検出にはなお注意深い研究が必要とされており、以前に比べ成層圏大気観測の必要性が増している。一方、対流圏においても地球温暖化メカニズムの解明のため、世界で地球規模の二酸化炭素等の観測が行われようとしている。

本講演では、大気微量成分を観測する意義について述べ、1999年から実施されている、アラスカ上空の大気微量成分の観測結果が報告された。この中で、実際に観測される太陽光吸収スペクトルから存在量を導出する手法（リトリーバル）について解説があり、導出した微量成分の高度分布やその誤差、季節変動の特徴について紹介された。特にシベリアの森林火災によって発生した一酸化炭素が北極海を越えてアラスカに到達した解析結果に注目が集まった。

講演者プロフィール

本学物理学科卒。本学大学院情報科学専攻、複合領域科学専攻を経て2002年本学で理学博士を取得。理学部初の学内ポスドクで研鑽を積み2003年度から富士通FIP入社と同時に情報通信機構へ出向。以来３年半の間、赤外フーリエ分光器のデータリトリーバル・科学的解析を中心に活発に学会活動を行っている。

2) 環境情報グループセミナー

日　　時　１２月２２日（金）10:00 - 16:00

場　　所　G307

プログラム

午前の部　

１．10:00-10:50 Philippe Baron　（英語）

「Retrieval of atmospheric parameters from remote sounding. 」

講演者所属

National institut of Information and Communication Technologies (NICT), Tokyo

JSPS Postdoc Fellowship, PhD at Bordeaux University

講演者プロフィール

Main experience in atmospheric and astronomy satellite data processing. She is involved in the Japanese SMILES project (NICT, JAXA): submillimeter observations of the middle atmosphere from the international space station.

（休憩10分）

2. 11:00-12:00 香川晶子（日本語）

「FTIRリトリーバルの為のアプリオリデータ作成と誤差解析について」

および「流跡線解析・モデルを用いたCO増加イベントの研究」
午後の部 13:00-16:00

1.  照沼陽子　「FTIRで観測されたCOの誤差解析と季節変動」
所属：　茨城大学　理学部　地球生命環境科学科地球生態システム科学講座（4回生）

講演者プロフィール

情報通信研究機構(NICT)で卒業研究を行っている。シベリア森林火災とアラスカ上空の大気微量成分の関係を、FTIRによるスペクトル観測データを用いて解析中。

2. 津田麦子（本学４回生）「MOPITTで観測されたCO と地上観測との比較」
3. 有山悠子（本学Ｍ２）「SCIAMACHYで観測されたCH4と地上観測との比較」
（休憩）

4. 田中ゆかり（本学４回生）「オゾンゾンデの長期変動解析」
（総合討論）
